
№

トヨタシャタイカブシキガイシャ・イナベコウジョウ 発表者名（フリガナ） コニシカイホ ホリエリュウノスケ

　　　　サ　ー　ク　ル　名　（ フリガナ ）

（ カジリムシ ）

2020 年 4 月

11 名 内　・ 外 ・ 両方

42歳（ 最高　　59　歳、最低　　21　歳 ） 4 回

 本テーマで　　4　件目  社外発表　　3　件目 0.5 時間

2021年　　　4月　～　　2022年　　　3月 45 回

トヨタ車体　いなべ組立部　組立課 勤続　　4　　年

成長につないだ２年間のみち
～個性を伸ばし、つまみ食いから完食・おかわりへ～

トヨタ車体株式会社・いなべ工場 小西海帆 堀江龍之介

1・テーマ ２・私たちの会社紹介

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

トヨタ車体は、愛知県を中心に３拠点・４工場あり開発から生産まで手掛ける完成車両メーカーです。環境保全活動にも積極的に取り組み　SＤGｓに貢

献しています。私たちの働くいなべ工場は、三重県北部にあり、ミニバンのアルファード、商用車のハイエースなどお客様が求める多種多様な車両生産を行って

います。いなべ工場は1993年に創業を開始し昨年2023年に３０周年を迎え生産台数は年間20万台規模を推移しております。

３・私たちの職場紹介 4・中原リーダーの紹介

私たちの職場は、生産ラインの、組立工程の中にあり、部品の順立作業や、

室内電装品の配線などを行っています。

私は、鹿児島県霧島市出身、高校時代はラグビー部に所属しスタンドオフで

チームの指令塔として全国を目指していました。2019年にトヨタ車体に入

社、三重県いなべ工場、組立課に配属３年目にＱＣリーダーに選ばれ、現

在もサークルの指令塔として、活動を続けています。

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

かじり蟲 プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 249-1074 サ ー ク ル 結 成 年 月

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

本 テ ー マの 活動 期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属
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９・２年３期の取り組み 10・上位方針

その要因を2021年～３期にかけて、打破するべくテーマと取組みの活動計画を

立てました。

上位方針として今後の環境変化に対応するため、女性・高齢者・外国籍・障が

い者の誰でも働きやすい職場づくりということが大切になってきます。多様化してい

く人材を踏まえ、誰もが働きやすい職場環境を整備し働く人の困りごとを解決

し、活き活き働きやすい職場を作る必要がある事を理解。

サークルの構成としてメンバー11人、平均年齢は42歳とベテラン主体のサークル

で、ベテラン・女性・障がい者・若手という多様化した構成のサークルとなっていま

す。サークルレベルは、Ｃゾーン、今回の活動ではAゾーン突入を目指して活動

していきます。改善力は、ベテラン主体の改善で終わり、多技能・向上意欲・

チームワークが弱みとなっています。

かじり蟲サークルの由来は、サークル活動をする中でちょっとつまみ食いするが完

食せず自分のこと以外は興味がなく最後までやりきらないメンバーが集まったサー

クル。ベテランのこだわりが強く、サークル会合を開いても、若手、女性メンバーが

委縮してしまい会合が成立していないことから、この状況を打破するために大きな

変化が必要となっています。現状の会合を見ても、女性や障がい者も考えてはい

るけど言葉にしたり、行動したり出来ていない状態。そんな、かじり蟲サークルを変

えるため先輩に、ものが言える新リーダー、中原くんが登場。

７・サークルの活動 ８・かじり蟲の問題

しかし実際に会合を開いてみても・女性メンバーがベテランに気を使って発言でき

ない・工程を知らないからわからない、仕事を知らないからやりたくない・テーマに

対して深掘りしない、最後までやりきらない・なんとなくできているからOK、QC活

動が中途半端と独自のPDCAかじり蟲サイクルが回せていない、そんな状況でし

た。

なぜ活動が中途半端になってしまうのか連関図を用いて要因を洗い出したところ

「メンバーに気を遣う」「作業を知らないからやりたくない」「QC活動を最後までや

るのがめんどうくさい」の３つの要因が上がりました。

５・サークル紹介 ６・サークルの現状
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15・メンバーの成長 16・検証

５分間ミーティングの成果で会合での発言は増えたものの、メンバー同士のコミュ

ニケーションは盛り上がりに欠けておりもっとメンバー同士も仲良くコミュニケーション

が取れる職場にしたい（会合はうまくいったけど課方針の誰もが働きやすい職場

には程遠い…）。メンバー同士のコミュニケーションが少ないことに悩み、アドバイ

ザーに相談し助言をいただいたところ、「仕事以外のことで共通の話題を探してみ

ては」この言葉をヒントに周りを見渡してみると・・・

コロナ禍でメンバーはスマホに夢中…スマホで何をしているのか尋ねたところ、オン

ラインゲームで対戦。みんなをオンラインゲームに巻き込み実際に対戦して競い合

うことで、普段話さない会話が増えメンバー間の壁が無くなり、仕事のことでも意

見交換が増えた。メンバー全員で一つのことを取組み、楽しむことで休憩中の活

気があふれた。さらに絆を深めるためにボルトの締付大会を実施。今まで無かった

メンバーの真剣な取り組み姿勢でコミュニケーションも取れ見事大成功。

課方針の「多様化を踏まえた誰もが活き活き働きやすい職場」について話し合っ

たところ、ベテランからの発言はあったものの、若手・女性からの発言はほぼゼ

ロ・・・

そんなサークルを変えたい私の思い・理想は「自分がメンバー１人１人に声を掛

け意見を引き出し自分たちだけの（ならではの）かじり蟲サイクルを回したい」年

度目標は「メンバーが自発的に発言できる活気あるサークルにする。」それに向け

た活動内容「５分間ミーティング」を設定。ミーティングの内容をアドバイザーに相

談し実施。全員が自発的に発言できるサークルを目指します。

13・５分間ミーティング実行 14・メンバーの個性を知り発言を引き出す

５分間ミーティングでの内容はコロナ禍でパーテーションとマスクで普段よりもコミュ

ニケーションがうまく取れず、障がい者の梅ちゃんとのコミュニケーションが不足。私

自身も手話を勉強し、手話や文字起こしなどを使い試行錯誤を繰り返し、時間

はかかりながらも意見や考えを聞き出せることができた。

女性とは、スマホの性格診断をコミュニケーションツールとして利用。それぞれの世

代がどんな特徴・性格かを理解し合い、若手とは何気ない会話から会合中話せ

ない理由を聞きだすことができました。

11・ステップ①　2021（上期）の取り組み 12・リーダー中原の決意
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21・【事例１】目標値と活動計画 22・【事例１】要因解析

目標値の設定ですが、運搬時の姿勢をリスクレベル1にすることを目標にし各ス

テップでは若手の成長を狙い、里奈さんと梅ちゃんをテーマリーダーとして計画を

立案し活動を進めていくようにしました。

特性要因図を用いて【バッテリー運搬時、体に負担がかかる】を特性に、メンバー

で要因の洗い出し。出された要因の中から「無理な姿勢で運搬」を重要要因と

して挙げ、これが真因に繋がるかの検証をしていきます。

まとめとして、リーダー自らメンバーとコミュニケーションを図ることで、より仕事の困り

ごとに対する意見が出やすくなり、サークルレベルは「Ｂゾーン」に、強み・弱みが

明確になり、今後は弱みを強みに変えていく活動が必要となってきました。回せて

いなかったPDCAかじり蟲サイクルも回せるようになった。かじり蟲サイクルとして回

していけるようになってことで、より今後の活動に生かしていけるようになってきたま

した。

ステップ１でメンバーからの本音を引き出せるようになり会合を実施、今までより

数多くの意見が出てきた。その中に「自動搬送機のバッテリー交換がきつい」と普

段弱音を吐かない最年長の福田さんから仕事の困りごとが・・・その困りごとを職

場ニーズに沿って優先順位をつけ、メンバー全員で福田さんの作業・仕事を体験

してみることに。バッテリー交換作業は、バッテリー充電所から腰曲げ作業で15m

運搬するため作業姿勢に問題がありました。

19・【事例１】まずは「やってみて」自ら体感 20・【事例１】個性と体験を活かす役割配置

実際に作業をしてみた若手は「楽ちん・簡単」、女性・梅ちゃんは「なんとかやれる

が重いからパワーが必要」、高齢者は「やれる」ここでメンバー間のとらえ方に違い

が・・・簡単にできるようになりたい、という想いから里奈さんと梅ちゃんが自らテーマ

リーダーに立候補。

ステップ１で知ったメンバー１人1人の個性を生かした役割を決め、活動を進め

て行くことに。

1 ・まとめ 18・【事例１】バッテリー運搬時の負担軽減　ステップ②　2021（下期）
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2 ・【事例１】対策の効果確認② 28・【事例１】まとめとサークルの成長

対策後全員が効果を体験し、共有することでメンバーのチームワークと、意欲も

向上してきました。

評価として「PDCA」かじり蟲サイクルをまわし改善したことでサークルレベルは、Ａ

ゾーンまであと少しのところまで来ました。

対策の立案と方向性について、メンバー全員で「無理な姿勢で運搬」の要因を

含めた目指すべき姿「評価基準」を決め、「評価基準」の姿勢に着眼していきま

す。

一号機の引っ張り棒を作成。福田さんは「これで完璧」と言っているが、一号機

を使ってみた里奈さんが「これだとまだ重いからやりたくない」「車輪がついているの

に方向転換がしづらい」「じゃあ、なんで車輪がついているの 」と指摘。これまで

の「かじり蟲」なら、福田さんが出来るなら「これでいいや」で終わっていたが完食を

目指し「かじり蟲サイクル」をまわし意見交換。

25・【事例１】「とことん」検証 26・【事例１】対策の効果確認①

里奈さんが指摘した何のための車輪なのか、メーカーに確認するとバッテリーを自

動搬送機にセットするための補助車輪で、運搬するための用途ではないとの回

答がありました。

その会話をリアルタイムで聞いていた梅ちゃんが、自動搬送機にセットする仕組み

を応用できないかなと発言。2号機にこの仕組みを取り入れることで、姿勢の問

題をクリアし、リスクレベル１を達成することができました。腰曲げ姿勢ではなくなり

方向転換が自由自在になりました。

23・【事例１】対策の方向性① 24・【事例１】対策の方向性②
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33・梅ちゃんの挑戦 34・梅ちゃんの挫折

入社時には一般工具は経験していますが、教育組へ締付の基本と様々な締付

訓練を依頼、実践訓練を経て合格をもらい、いよいよメインラインで独り立ちデ

ビューすることに。

ところが、1人立ちデビュー後、組長からバックドアガーニッシュに歪が発生している

と情報をもらい、梅ちゃんが悩んでいるとサークルメンバーから梅ちゃんの悩みを、

みんなで助けようと声が上がり今回の活動テーマとして取り上げることにしました。

やり切る喜びを得た「かじり蟲」でしたが、コロナ禍で思うように活動が出来ず一度

は盛り上がったサークル活動が停滞。そんな中、梅ちゃんは文字起こしタブレット

やゲームを通じて 数メンバーとのコミュニケーションを図り、普段内向的な里奈さ

んは昇格試験を受けたい!とメンバーの向上意欲は衰えてはいません。

サークル活動をしていくうちに、他の作業にも挑戦するようになり自信がついてきた

梅ちゃんは自分の夢を打ち明けました。「皆さん聞いてください。僕メインラインで

作業したいです。」とカミングアウト。成長してきた、梅ちゃんの強い思いに、メン

バーが「仲間の為に答えた」事例を紹介させていただきます。

31・梅ちゃんの現状は 32・仲間の為に必要な事は

梅ちゃんの主な仕事内容は、部品の順建てや低回転・低トルクの電動工具によ

る締付が主な作業でした。

梅ちゃんがメインラインへ挑戦するにあたり、品質の保証は五感を使い、今まで使

用していた工具に比べ早く締まる電動工具や、トヨタ最速のタクトタイム製造工

程で音が聞こえないなど環境の変化が多く、梅ちゃんにとって問題がたくさん…

29・かじり蟲の成長　ステップ③2022年4月～2023年3月 30・梅ちゃんの成長
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39・【事例2】　真因追及① 40・【事例2】　真因追及②

一般締付部位については、人の五感を使い判断していますが、梅ちゃんの場合

は音による判断が難しいため手感・目視が重要になってきます。更に使用してい

るインパクトについては0～40Ｎｍまでを指先の感覚で調整するため、気遣い作

業になっていました。

1人立ち後、ガーニッシュ以外の締付も、こなすようになった梅ちゃんはアースボル

トの締付でトリガーを強く握る感覚を覚えました。締付トルクの調整に気を遣うよ

うになり、梅ちゃんのガーニッシュ締付トルクを見てみると、規格越えが発生、更に

回転スピードが速いため停止判断が難しいと悩み、頭が混乱していました。

バックドアガーニッシュとは、バックドア外観につくメッキパネルの装飾部品で、歪と

は物体に外力を加えたときに生じる、伸び、縮、ねじれなどの変化の割合から表

面が歪んで見える現象で、1人立ち後に急に歪が発生「なんで 」と、梅ちゃん

の悩みとなってしまったことから、メンバー全員で「かじり蟲サイクル」を回し、現状の

作業を調べることにしました。

まず工程を4Ｍに層別し調査してみると、現状の標準に対して人・方法・部品・

設備ともに問題なく作業されており原因が特定できなかったため、さらに計画を立

て深堀し真因追及することにしました。

3 ・【事例2】　目標値と活動計画 38・【事例2】　要因解析

バックドアガーニッシュの歪を０ に活動計画を立て担当を明確にして、若手を

ベテランがサポート、全員参加で活動を進めることにしました。

まず特性要因図を使いねじれが発生する要因を調べたところ、重要要因の「個

人の感覚に頼っている」に対し更に深堀してみることにしました。

35・【事例2】　バックドアガーニッシュ歪撲滅 36・【事例2】　現状調査
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45・【事例2】　対策案検証② 46・【事例2】　対策の実施

握り代・回転数・締付トルクの関係から、ガーニッシュ締付の５～７Ｎ・mと、

アースボルト締付の９～13N・mのトルクを出すのに必要な握り代・回転数を調

べてみました。

２種類のアクセルペダルの原理を使い、ベテランの松田さんの経験と知恵から2

段階トリガーのからくり案を提案、この仕組みのトリガーを私が製作することにしま

した。

メンバー全員でインパクトの構造の勉強会を実施。ガーニッシュの締付とアースボ

ルトの締付を比較してみると、ガーニッシュの締付では締付負荷したら０ ２秒で

トリガーから指を離し５～７N・mを出し、それに対してアースボルトの締付は締

付負荷して１秒間トリガーを握り打撃することで9～13N・m出している。

梅ちゃんは締付作業が 数となり、本来0 2秒でガーニッシュの締付を行うが、

アースボルトの締付と同じ１秒間、打撃してしまったことでオーバートルクになり、

歪が発生してしまっていることが分かりました。

43・【事例2】　対策案検討　 44・【事例2】　対策案検証①

対策案をまとめ、評価し、からくりでトリガーの引き代を２段階とＢoxにラインを

入れ停止状態を見易くすることで、音に頼らず目視と手の感覚で品質確保でき

る対策を立案・検証することにしました。

梅ちゃんが、からくりでトリガーの引き代を２段階に気遣いなく作業ができないか

話し合ったところ、車のアクセルペダルのようにできないか という意見から工具に

影響が出ないよう工夫してみようということで改善することにしました。

41・【事例2】　歪発生のメカニズム 42・【事例2】　歪発生のメカニズム
     

            確    ！！

      リ グ 
ハ      ビ  

  されて る

   に   る
  ビ  

ハ      

ハ       加 る
 と       て

  ん ！！

           
 れ       る

      
        

      

      
        

     

                ム 

      

     

               

            
 リ     

   に   

        リ に   に       
     に      と   れる

   

リ 

              
         加 て  

       
                

       

                ム 

     

          

               

   

 

 

  

 

 

    

 

  

  

 

 

 

   

  

  

  

  

  

 

  

 

  

   

    

      きる     に  

           

   にラ    れ         

    れ  

 

  

 

 リ  による    

               リ  る  に 

             

          る  に   活          

 
 

 
 

に
よ

る
 

      

         
       よ  
   に  る
          に る

           大
                

   全て
   
 と て よ 

         
       

    れ    
全  
     
出  る

        
出 るよ に

     て よチ ム

 リ      

   に き   ！

よ    チ ム

     チ ム

      と  出 

     る！！

リフ     に  て る

ラ   よ に    に  

 れて        

     

オ            ダ  
よ に きれ    るに      とに      さ る

  さんと                    

              

   

指    るよ  
         ！

       
  ると  る 

        に
        

   て よ ！

     

                         

           

    
       

   

    

   

    

   

        と る

 リ    
   

   

    
   

    

   

    

   

    

   

    

   

    

   

    

   

    

      

    

   

    

           

 リ    
   

           

 リ    
       

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

   
    

      
    

   
    

   

    
   

    
   

    

   

    
   

    
   

    
   

    
   

    

   

    
   

    
   

    
      

    
   

    

 
 

 
 

    
       

    
       

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

 
 

        

     
  

     

        

        

     

     

       

      

              
     

       ラ   さん 
      に
     リ          

       
   る

 オ     
 る

  リ   
       さ 
         る 

       さ 
 リ       
  

  

        
  と る

     る

      よ 
に き    る

  

             



51・メンバーの成長 52・今後の活動

梅ちゃんの挑戦成功で 啞者、初のメインライン配属となったが、継続的な活動

が必須。里奈さんも今回の活動で積極性と自信が向上し、自ら昇格研修に

チャレンジ見事合格しました。

今後は課方針だけではなく、未来を見据えた活動をこれからの若手と一緒に進

めて行きます。

ストッパー高さ、形状、握り位置を調整しメンバーで、締付評価してみたところ梅

ちゃんを含め、全員が基準トルク内で締付することができました。更に、回転の状

態・停止をわかりやすくするため、リフトのタイヤのラインを参考にインパクトボックス

に２色のラインを入れることで目視判断を向上することができました。

効果の確認ですが、バックドアガーニッシュ歪指摘を目標の0 にすることが出

来、仕損品と修正工数で、64600円のコスト効果で会社に貢献することが出

来ました。

49・【事例2】　まとめとサークルの成長 50・2年間の活動の振り返り

今回は、組レベルでの標準化とからくり改善で梅ちゃんの悩みを解決できました

が、今後多様化するメンバーが気遣いなく仕事ができるように一般締付の工具

選定の見直しなど他部署・他工場と連携し会社レベルで取り組みを進めて行き

ます。

3期の活動で、ステップ1メンバーのことを知りコミュニケーションを図ることでメン

バー間の壁を解消。ステップ２知らないならやってみて問題点を出し改善を繰り

返し若手主体で解決。ステップ３メンバーの悩み事をメンバー全員で解決し最

後までやりきり達成。

4 ・【事例2】　実施した対策の検証 48・【事例2】　実施した対策の効果確認
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